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Care 6(5): 525-527, 2013    
26. 廣佐古裕子，川﨑英二 : イラストで学ぶ機能性成分なるほど講座（第 10 回）オリゴ糖. Nutrition Care 6(4): 416-418, 

2013    
27. 山元悠子，川﨑英二 : イラストで学ぶ機能性成分なるほど講座（第 9 回）グルコサミン. Nutrition Care 6(3): 

306-308, 2013   
28. 三浦伊代，川﨑英二 : イラストで学ぶ機能性成分なるほど講座（第 8 回）ラクトフェリン. Nutrition Care 6(2): 

199-201, 2013   
29. 坂中亜衣，古谷順也，川﨑英二 : イラストで学ぶ機能性成分なるほど講座（第 7 回）タウリン. Nutrition Care. 

6(1);92-94,2013.    
30. 田中昌一郎, 大森正幸, 粟田卓也, 島田  朗, 村尾  敏, 丸山太郎, 鴨井久司, 川﨑英二, 中西幸二,  永田正男, 藤

井寿美枝, 池上博司, 今川彰久, 内潟安子, 大久保  実, 大澤春彦, 梶尾  裕, 川口章夫, 川畑由美子, 佐藤  譲, 
清水一紀, 高橋和眞, 牧野英一, 岩橋博見, 三浦順之助, 安田和基, 花房俊昭, 小林哲郎, 日本糖尿病学会 1 型糖尿

病調査研究委員会. 緩徐進行 1 型糖尿病(SPIDDM)の診断基準(2012) 1 型糖尿病調査研究委員会(緩徐進行 1 型糖

尿病分科会)報告. 糖尿病 56(8): 590-597, 2013    
31. 川﨑英二, 丸山太郎, 今川彰久, 粟田卓也, 池上博司, 内潟安子, 大澤春彦, 川畑由美子, 小林哲郎, 島田  朗, 清

水一紀, 高橋和眞, 永田正男, 牧野英一, 花房俊昭 : 急性発症 1 型糖尿病の診断基準(2012)の策定 1 型糖尿病調

査研究委員会(劇症および急性発症 1 型糖尿病分科会)報告. 糖尿病 56(8):584-589, 2013    
32. 今泉美彩, 山下俊一 : 放射線被曝と甲状腺機能異常症. カレントテラピー別刷 31(1): 92, 2013  

  
33. 樋口 理, 本村政勝 : 重症筋無力症の診療 ―最近の進歩―. Neurological Science 19-20: 10-11, 2013 ▽ 
34. 本村政勝, 中田るか, 白石裕一 : 重症筋無力症. 日本医師会雑誌 142(2): 238-239, 2013 ▽ 
35. 成田智子, 本村政勝 : ランバートイートン筋無力症. 臨床病態学 1: 835-837, 2013 ▽ 
36. 本村政勝 : 重症筋無力症. 今日の神経疾患治療指針 2: 173-177, 2013    
37. 本村政勝, 成田智子 : 重症筋無力症の自己抗体. BRAIN and NERVE 65(4): 433-439, 2013 ▽ 
38. 永石彰子, 酒井和香, 本村政勝 : 重症筋無力症と新規自己抗体. 日本臨床 71(5): 876-880, 2013 ▽ 
39. 永石彰子, 本村政勝 : 重症筋無力症. 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 85(6): 444-448, 2013 ▽ 
40. 本村政勝 : Lambert-Eaton 筋無力症候群. 内科学 10: 2316-2318, 2013 ▽ 
 
B-c 
1. 川上 純 : 混合性結合組織病、オーバーラップ症候群. （永井良三，大田 健（編）：今日の治療と看護 改定第

3 版，南江堂，東京，PP882-883 所収）2013 
2. 川上 純 : シェーグレン症候群. （浦部晶夫，島田和幸，川合眞一（編）：今日の治療薬，南江堂，東京，PP749-750

所収）2013 
3. 中村英樹，川上 純 : バシリキシマブ使用法と効果. （田中良哉（編）：免疫アレルギー疾患の分子標的と治療薬

事典，羊土社，東京，PP 267-268 所収）2013 
4. 中村英樹，川上 純 : カナキヌマブ使用法と効果. （田中良哉（編）：免疫アレルギー疾患の分子標的と治療薬事

典，羊土社，東京，PP 279-280 所収）2013 
5. 中村英樹，川上 純 : ゲボキズマブ使用法と効果. （田中良哉（編）：免疫アレルギー疾患の分子標的と治療薬事

典，羊土社，東京，PP 305-306 所収）2013 
6. 中村英樹，川上 純 : リロナセプト使用法と効果. （田中良哉（編）：免疫アレルギー疾患の分子標的と治療薬事
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典，羊土社，東京，PP 340-341 所収）2013 
7. 中村英樹，川上 純 : アナキンラ使用法と効果. （田中良哉（編）：免疫アレルギー疾患の分子標的と治療薬事典，

羊土社，東京，PP 260-261 所収）2013 
8. 一瀬邦弘，川上 純 : 悪性関節リウマチ.（住田孝之（編）：EXPERT 膠原病・リウマチ改訂第 3 版，診断と治療

社，東京，PP181-189 所収）2013 
9. 折口智樹，川上 純 : 血清反応陰性脊椎関節症. （田中良哉（編）：免疫・アレルギー疾患イラストレイテッド，

羊土社，東京.，PP119-126 所収）2013 
10. 中田るか, 本村政勝 : 重症筋無力症、ランバートイートン筋無力症候群. （永井良三，大田 健（編）：今日の治

療と看護 改定第 3 版，南江堂，東京，PP773-776 所収）2013 
11. 宇佐俊郎， 江口勝美 : 第 3 章 1 妊婦に対するステロイド使用の注意点.（宮坂信之（編））ポケットサイズの

ステロイド診療マニュアル. 新興医学出版社，東京. PP168-173 所収）2013 
 
B-d 
1. 川上 純，一瀬邦弘 : 平成 24 年度厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患等克服事業 （免疫アレルギー疾患

等予防・治療研究事業）「全身性エリテマトーデスにおける制御性Ｔ細胞に与える Calcium/calmodulin in dependent 
kinase type Ⅳの役割に関する研究」分担研究報告，PP149-151，2013 

2. 川上 純，一瀬邦弘 : 平成 24 年度厚生労働科学研究費補助金 （医療技術実用化総合事業）「難治性 SLE に対

するボルテゾミフ療法の有効性・安全性検証試験（SLE の病態解析とバイオマーカー探索に関する研究）」分担

研究報告，PP56-58，2013 
3. 川上 純，中村英樹，寳來吉朗 : 平成 24 年度厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患等克服事業 「シェーグ

レン症候群唾液腺上皮細胞における Toll-like receptor3 による細胞死調節シグナルに関する研究」分担研究報告，

PP88-89，2013 
4. 川上 純，中村英樹，玉井慎美，寳來吉朗 : 平成 24 年度厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患等克服事業 報

告書「リウマチ性疾患と HTLV-Ⅰに感染に関する研究」分担研究報告，PP11-13，2013 
5. 川上 純，小池隆夫 : 平成 24 年度厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患等克服事業 報告書（免疫アレルギ

ー疾患等予防・治療研究事業）「関節超音波を用いた早期関節リウマチの分類（診断）基準（新 Nagasaki criteria）
の提言とその妥当性の検討」研究協力報告，PP47-49，2013 

6. 川上 純，玉井慎美，中島好一，岡田覚丈，川尻真也，岩本直樹，青栁 潔，上谷雅孝 : 平成 24 年度厚生労働科

学研究費補助金 難治性疾患等克服事業 （免疫アレルギー疾患等予防・治療研究事業）「関節リウマチの関節

破壊の進展に寄与する因子の解析研究」分担研究報告，PP14-17，2013 
7. 針谷正祥，川上 純，金子祐子，松井利浩 : 平成 24 年度厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患等克服事業 報

告書（免疫アレルギー疾患等予防・治療研究事業）「中・高疾患活動性関節リウマチ患者における「目標達成に

向けた治療」に関する臨床疫学的研究（T2T 疫学研究）」分担研究報告，PP220-223，2013 
8. 針谷正祥，川上 純，金子祐子，松井利浩 : 平成 24 年度厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患等克服事業（免

疫アレルギー疾患等予防・治療研究事業） 報告書 「活動性早期 RA 患者における MTX をアンカードラッグと

する計画的強化治療の有効性と安全性に関するランダム化並行群間比較試験」分担研究報告，PP216-219，2013 
 
B-e-2 
1. 山崎浩則，田山 淳，前田真由美，大坪敬子，淺尾加奈子，玉井慎美，林田雅希，調 漸 : 大

学生に適した新規食行動質問票の開発.  平成 24 年度第 42 回九州地区大学保健管理研究協

議会の報告書 93-96, 2013 
2. 田山  淳，淺尾加奈子，山崎浩則，中垣内真樹，篠崎彰子，阿比留教生，調 漸 : メタボリ

ックシンドロームの教職員に対するチーム医療の展開とその効果. CAMPUS HEALTH. 50(1): 
230-231, 2013 

3. 山崎浩則，田山  淳，前田真由美，大坪敬子，淺尾加奈子，阿比留教生，調 漸 : 大学生に

適した新規食行動質問票の開発. CAMPUS HEALTH 50(1): 257, 2013 
4. 小川さやか，西郷達雄，山崎浩則，田山  淳，調 漸 : 日本人勤労者におけるタイプＡパタ

ーンと肥満についての検討. CAMPUS HEALTH 50(1): 248-250, 2013 
5. 山崎浩則，淺尾加奈子，阿比留教生，田山  淳，調 漸 : 3 ヶ月の減量教室でみた、体重と

腹囲と内臓脂肪面積の推移 ～デュアルスキャンの導入～. デュアルインピーダンス法を

用いた内臓脂肪測定法研究会 PP25, 2013 
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論文数一覧 
             

  A-a A-b A-c A-d A-e 合計 SCI B-a B-b B-c B-d B-e 合計 総計 

2013 39 0 1 0 0 40 36 11 40 11 8 5 75 115 

               
学会発表数一覧 

            
  A-a A-b 合計   B-a B-b 合計 総計 

    
    

ｼﾝﾎﾟ

ｼﾞｳﾑ 
学会       

ｼﾝﾎﾟｼﾞ

ｳﾑ 
学会     

    
2013 0 20 1 21   4 8 130 142 163 

    
               
論文総数に係る教員生産係数一覧 

    
      

  

 欧文論文総

数  

論文総数 

教員生産係

数 

（欧文論文） 

   SCI掲載論文

数  

欧文論文総数 

教員生産係数 

（SCI掲載論

文） 

     
  

     
2013 0.348 3.636   0.9 3.273 

     

         
      

Impact factor 値一覧 

     
      

  
Impact 

factor 
教員当たり Impact factor 

論文当たり Impact 

factor      
2013 93.213 8.474 2.589 
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